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第 ２ 会期の決定

第 ３ 報告第２２号 平成２３年度黒石市一般会計補正予算(第３号)について

第 ４ 報告第２３号 平成２３年度黒石市一般会計補正予算(第４号)について

第 ５ 報告第２４号 平成２２年度における黒石市観光施設事業特別会計経営健全化計画

の実施状況について

第 ６ 報告第２５号 平成２２年度における黒石市温泉供給事業特別会計経営健全化計画

の実施状況について

第 ７ 報告第２６号 平成２２年度における黒石市下水道事業会計経営健全化計画の実施

状況について

第 ８ 報告第２７号 黒石市財政の平成２２年度決算に基づく健全化判断比率について

第 ９ 報告第２８号 黒石市公営企業の平成２２年度決算に基づく資金不足比率について

第１０ 議案第５２号 平成２２年度黒石市一般会計歳入歳出決算認定について

第１１ 議案第５３号 平成２２年度黒石市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て

第１２ 議案第５４号 平成２２年度黒石市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について

第１３ 議案第５５号 平成２２年度黒石市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

第１４ 議案第５６号 平成２２年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計歳入歳出決算認定につい

て

第１５ 議案第５７号 平成２２年度黒石市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

第１６ 議案第５８号 平成２２年度黒石市観光施設事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て

第１７ 議案第５９号 平成２２年度黒石市簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について

第１８ 議案第６０号 平成２２年度黒石市温泉供給事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て

第１９ 議案第６１号 平成２２年度黒石市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

第２０ 議案第６２号 平成２２年度黒石市土地取得特別会計歳入歳出決算認定について

第２１ 議案第６３号 平成２２年度黒石市中川財産区会計歳入歳出決算認定について

第２２ 議案第６４号 平成２２年度黒石市上十川財産区会計歳入歳出決算認定について

第２３ 議案第６５号 平成２２年度黒石市追子野木財産区会計歳入歳出決算認定について

第２４ 議案第６６号 平成２２年度黒石市温湯財産区会計歳入歳出決算認定について

第２５ 議案第６７号 平成２２年度黒石市袋財産区会計歳入歳出決算認定について

第２６ 議案第６８号 平成２２年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計決算認定につい
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て

第２７ 議案第６９号 平成２２年度黒石市水道事業会計決算認定について

第２８ 議案第７０号 平成２２年度黒石市下水道事業会計決算認定について

第２９ 議案第７１号 黒石市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて

第３０ 議案第７２号 黒石市総合計画審議会条例の一部を改正する条例制定について

第３１ 議案第７３号 黒石市税条例等の一部を改正する条例制定について

第３２ 議案第７４号 黒石市歴史的景観保存条例の一部を改正する条例制定について

第３３ 議案第７５号 弘前圏域定住自立圏の形成に関する協定の締結について

第３４ 議案第７６号 平成２３年度黒石市一般会計補正予算（第５号）

第３５ 議案第７７号 平成２３年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

第３６ 議案第７８号 平成２３年度黒石市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

第３７ 議案第７９号 平成２３年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第１号）

第３８ 議案第８０号 平成２３年度黒石市簡易水道特別会計補正予算（第１号）

第３９ 議案第８１号 平成２３年度黒石市温泉供給事業特別会計補正予算（第２号）

第４０ 議案第８２号 平成２３年度黒石市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

市 長 提 案 理 由 説 明

第４１ 決算特別委員会設置について

第４２ 陳情第１号 「住宅リフォーム助成制度」の創設を求める陳情

出席した事務局職員職氏名

事 務 局 長 境 裕 康

次 長 三 上 亮 介

次長補佐兼議事係長 太 田 誠

議 事 係 主 査 今 正 樹

会議の顚末

午前１０時０１分 開 会

◎議長（中田博文） ただいまから、平成２３年第３回黒石市議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

◎議長（中田博文） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において４番今井敬議員、１３番
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福士幸雄議員を指名いたします。

◎議長（中田博文） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日から９月２６日までの１９日間といたしたいと思います。これに

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、会期は１９日間と決定いたしました。

◎議長（中田博文） この際、諸般の報告をいたします。

監査委員から、例月出納検査報告が提出されました。よって、その写しをお手元に配付して

おきましたので、御了承願います。

◎議長（中田博文） 日程第３ 報告第２２号から、日程第４０ 議案第８２号まで、合わせて

３８件を一括上程いたします。

この際、理事者から提案理由の説明を求めます。市長。

登 壇

◎市長（鳴海広道） 今回の定例会に提案いたしました議案の概要について、御説明申し上げま

す。

案件は、平成２２年度黒石市一般会計及び各特別会計決算認定について１９件のほか、平成

２３年度黒石市一般会計補正予算案など、合わせて３８件であります。

最初に、報告第２２号は、処分第１７号「平成２３年度黒石市一般会計補正予算(第３号)に

ついて」であります。地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をしましたので、

同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。

補正の内容でありますが、歳入歳出それぞれ１，７４９万３，０００円を追加し、予算の総

額を１５２億５，７２５万９，０００円にしたものでございます。実務研修型雇用対策事業の

追加により、歳出において５款 労働費に、実務研修型雇用対策事業１，７４９万３，０００

円を追加し、歳入では１４款 県支出金に同額、緊急雇用創出対策事業費を計上いたしました。

報告第２３号は、処分第１８号「平成２３年度黒石市一般会計補正予算（第４号）につい

て」でありますが、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をしましたので、

同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。
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補正の内容でありますが、歳入歳出それぞれ５００万円を追加し、予算の総額を１５２億６，

２２５万９，０００円にしたものでございます。宮古市への災害見舞金の計上により、歳出に

おいて９款 消防費に、寄附金５００万円を追加し、歳入では１８款 繰越金に同額を計上い

たしました。

報告第２４号「平成２２年度における黒石市観光施設事業特別会計経営健全化計画の実施状

況について」、報告第２５号「平成２２年度における黒石市温泉供給事業特別会計経営健全化

計画の実施状況について」、報告第２６号「平成２２年度における黒石市下水道事業会計経営

健全化計画の実施状況について」の３件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２４

条において準用する同法第６条第１項の規定に基づき、報告するものであります。

報告第２７号「黒石市財政の平成２２年度決算に基づく健全化判断比率について」でありま

す。地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、平成２２年度決

算における実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４指標につい

て、監査委員の審査に付し、その意見をつけて当該健全化判断比率を報告するものであります。

報告第２８号「黒石市公営企業の平成２２年度決算に基づく資金不足比率について」であり

ますが、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に基づき、公営企業

の平成２２年度決算における資金不足比率について、監査委員の審査に付し、その意見をつけ

て当該資金不足比率を報告するものであります。

議案第５２号から議案第６７号までは、「平成２２年度各会計決算認定について」でありま

すが、それぞれ監査委員の審査に付し、その意見をつけて、決算書を提出した次第であります。

決算内容の細部につきましては、参与からそれぞれ説明させますが、千円単位でその概略を

御説明申し上げます。

まず、一般会計につきましては、予算現額１６１億１，９３３万３，０００円に対し、支出

済額１５３億４，８９９万１，０００円であります。したがいまして、翌年度への繰越額を差

し引いた不用額は、５億６，４１８万３，０００円となっており、予算現額に対する支出済額

の割合は、９５．２％であります。

不用額の主なものは、総務費４億９，２４９万５，０００円、民生費２，５８７万３，００

０円、教育費１，１９４万６，０００円などでございます。

歳入では、収入済額が１５９億６，９５３万９，０００円となっており、調定額に対し９６．

２％の割合になりました。

内容といたしましては、予算現額に対し、市税２，８４６万２，０００円、使用料及び手数

料５６０万円の増額となっておりますが、繰越明許費に係る特定財源を翌年度に繰り越すこと

などに伴い、国庫支出金１億６，００７万６，０００円、市債４８０万円のほか、県支出金３，
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０２６万８，０００円など減額になりました。

歳入歳出差し引きは、６億２，０５４万８，０００円となり、繰越明許費及び事故繰越しに

よる翌年度に繰り越すべき財源２，９４３万円を差し引いた５億９，１１１万８，０００円の

実質収支額が黒字となりました。

国民健康保険特別会計は、予算現額４９億９，２３９万円に対し、支出済額は４５億７，５

１０万８，０００円となっており、４億１，７２８万２，０００円の不用額が出ております。

不用額の主なものは、保険給付費１億８，９５１万４，０００円、共同事業拠出金４，０６

１万２，０００円などであります。

歳入では、収入済額が４７億６，８１６万８，０００円となりましたので、差し引き１億９，

３０６万円の黒字となり、翌年度へ繰り越すことにいたしました。

老人保健特別会計は、予算現額１，４６９万６，０００円に対し、支出済額、収入済額とも

に１，４６９万４，０００円となっております。なお、老人保健特別会計については、平成２

２年度で廃止となっております。

後期高齢者医療特別会計は、予算現額２億８，５９７万９，０００円に対し、支出済額は２

億８，０３４万７，０００円、収入済額は２億８，２６３万７，０００円であります。

差し引き２２９万円の黒字となりましたので、翌年度へ繰り越すことにいたしました。

姥懐霊園墓地特別会計は、予算現額６，６２７万７，０００円に対し、支出済額は５，７３

２万３，０００円でありますが、収入済額が１，３３８万５，０００円にとどまり、差し引き

４，３９３万８，０００円の不足額が生じましたので、翌年度繰上充用金をもって補てんいた

しました。

介護保険特別会計は、予算現額２８億１，０６１万６，０００円に対し、支出済額は２７億

６，２１９万１，０００円、収入済額は２８億１，０４３万２，０００円であります。

差し引き４，８２４万１，０００円は、翌年度へ繰り越すことにいたしました。

観光施設事業特別会計は、予算現額２億５，２４４万３，０００円に対し、支出済額は２億

２，３５０万円でありますが、収入済額が７，９４５万２，０００円にとどまり、差し引き１

億４，４０４万８，０００円の不足額が生じましたので、翌年度繰上充用金をもって補てんい

たしました。

簡易水道特別会計は、予算現額４，３２４万２，０００円に対し、支出済額は１，５４９万

２，０００円、収入済額は４，３６８万９，０００円、差し引き２，８１９万７，０００円の

黒字となりましたので、翌年度へ繰り越すことにいたしました。

温泉供給事業特別会計は、予算現額１億８，３９２万４，０００円に対し、支出済額は１億

５，６５５万２，０００円でありますが、収入済額が４，２４１万９，０００円にとどまり、
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差し引き１億１，４１３万３，０００円の不足額が生じましたので、翌年度繰上充用金をもっ

て補てんいたしました。

農業集落排水事業特別会計は、予算現額１，９９５万７，０００円に対し、支出済額は１，

９０７万４，０００円、収入済額は１，９９４万８，０００円であります。

差し引き８７万４，０００円の黒字となりましたので、翌年度へ繰り越すことにいたしまし

た。

土地取得特別会計は、予算現額４億１，６００万５，０００円に対し、支出済額は、４億１，

６００万１，０００円となっており、収入済額は４億１，６００万３，０００円であります。

差し引き２，０００円の黒字となりましたので、翌年度へ繰り越すことにいたしました。

各財産区会計についてでありますが、中川財産区会計を初め、上十川、追子野木、温湯、袋

財産区会計のいずれも、歳入歳出差し引きで黒字となっておりますので、翌年度へ繰り越すこ

とにいたしました。

各会計決算の概要については、以上でございます。

議案第６８号から議案第７０号までは、「平成２２年度各企業会計決算認定について」であ

りますが、地方公営企業法第３０条第４項の規定により、監査委員の審査に付し、その意見を

つけて決算書を提出した次第でございます。

それでは、各決算の概略を千円単位で御説明申し上げます。

まず、黒石市国民健康保険黒石病院事業会計でありますが、収益的収入及び支出では、収入

額４６億７，０８２万７，０００円に対し、支出額４５億２，４９３万７，０００円となって

おり、消費税を除いた当年度の純利益は、１億４，５８９万円であります。

したがいまして、前年度繰越欠損金から当年度純利益を差し引いた当年度未処理欠損金は、

５４億９，１４２万円となりました。

一方、資本的収入及び支出では、収入額２５億５，６９１万９，０００円に対し、支出額は

２７億１８７万７，０００円となっております。

収入額が支出額に不足する１億４，４９５万８，０００円は、当年度分損益勘定留保資金及

び繰越建設改良費で補てんいたしました。

次に、水道事業会計でありますが、収益的収入及び支出では、収入額８億１２万６，０００

円に対し、支出額６億６，８３９万７，０００円となっており、消費税を除いた当年度の純利

益は、１億３，１７２万９，０００円であります。

したがいまして、前年度繰越利益余剰金に当年度純利益を加えた当年度未処分利益余剰金は、

１億４，５７１万８，０００円となりました。

一方、資本的収入的及び支出では、支出額のみの２億８，５１３万２，０００円となってお
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り、不足額は、過年度分損益勘定留保資金などで補てんいたしました。

下水道事業会計について申し上げます。

収益的収入及び支出では、収入額４億８５７万１，０００円に対し、支出額が５億８，９３

４万９，０００円となっており、当年度の純損失は、１億８，０７７万８，０００円でありま

す。

したがいまして、前年度繰越欠損金と当年度純損失を加えた当年度未処理欠損金は、４９億

４，５９４万１，０００円となりました。

資本的収入及び支出では、収入額６億５，０４８万１，０００円に対し、支出額は６億５，

０４７万７，０００円となっております。

各企業会計決算の概要については、以上でございます。

議案第７１号は、「黒石市付属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て」でありますが、黒石市水田農業推進協議会を廃止することに伴い、所要の改正をしようと

するものであります。

議案第７２号は、「黒石市総合計画審議会条例の一部を改正する条例制定について」であり

ますが、地方自治法の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするものであります。

議案第７３号は、「黒石市税条例等の一部を改正する条例制定について」でありますが、地

方税法等の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするものであります。

議案第７４号は、「黒石市歴史的景観保存条例の一部を改正する条例制定について」であり

ますが、放送法等の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするものであります。

議案第７５号は、「弘前圏域定住自立圏の形成に関する協定の締結について」でありますが、

黒石市議会の議決すべき事件を定める条例の規定により、議会の議決を求めるものでございま

す。

議案第７６号は、「平成２３年度黒石市一般会計補正予算（第５号）」でありますが、歳入

歳出それぞれ５億３，１３４万８，０００円を追加し、予算の総額を１５７億９，３６０万７，

０００円にしようとするものでございます。

まず、歳出の主なものは､本年４月の人事異動に伴う人件費を各款で調整するほか､２款 総

務費で平成２２年度決算における歳計剰余金及び今回の補正を合わせ、財政調整基金積立金に

３億円、減債基金積立金に１億５９６万８千円を計上いたしました。

３款 民生費では、災害時要援護者マップ整備事業に５０９万３，０００円、児童扶養手当

給付費に１，７６２万３，０００円などを追加しようとするものであります。

４款 衛生費では、がん検診推進事業へ１３６万８，０００円などを計上いたしました。

６款 農林水産業費では、農業振興基金積立金１，８４８万７，０００円などを追加しよう
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とするものであります。

７款 商工費では、浅瀬石川中州環境美化事業に３３８万５，０００円、中野もみじ山光の

ファンタジー演出事業委託料５０万２，０００円などを計上いたしました。

９款 消防費では、被災地支援対策費に３７７万円を追加しようとするものであります。

１０款 教育費では、昨年に引き続き市民文化会館運営基金積立金及び歴史的景観保存基金

積立金に、それぞれ３，０００万円を計上し、今後の財政負担に備えようとするものでありま

す。

歳入の主なものは、８款 地方特例交付金では１，５５９万６，０００円、９款 地方交付

税では、本年度の普通交付税の交付額確定により３８８万６，０００円、それぞれ減額しよう

とするものであります。

１７款 繰入金では、決算に伴う各特別会計の精算分などを計上いたしました。

１８款 操越金では、平成２２年度の歳入歳出差引額６億２，０５４万８，０００円から、

繰越明許費及び事故繰越しによる翌年度に繰り越すべき財源などを差し引いた、５億７，３９

６万１，０００円を追加しようとするものであります。

また、１９款 諸収入では､りんご経営安定対策事業返戻金１，８４８万７，０００円、２０

款 市債では、臨時財政対策債追加分１，０４０万円などを計上いたしました。

議案第７７号は、「平成２３年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」であり

ますが、歳入歳出それぞれ２億８０９万７，０００円を追加し、予算の総額を４８億７，９９

９万９，０００円にしようとするものであります。

歳出は、基金積立金及び予備費が主なものであり、歳入は、繰越金などを計上いたしました。

議案第７８号は、「平成２３年度黒石市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」であ

りますが、歳入歳出それぞれ２２９万６，０００円を追加し、予算の総額を２億９，７３５万

６，０００円にしようとするものでございます。

歳出は総務費や後期高齢者医療広域連合納付金が主なもので、歳入は繰越金などを計上いた

しました。

議案第７９号は、「平成２３年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第１号）」であります。

歳入歳出それぞれ４，６０５万５，０００円を追加し、予算の総額を２９億３，５９６万２，

０００円にしようとするものであります。

歳出は、諸支出金や基金積立金が主なものであり、歳入は繰越金などを計上いたしました。

議案第８０号は、「平成２３年度黒石市簡易水道特別会計補正予算（第１号）」であります

が、歳入歳出それぞれ２，８１９万５，０００円を追加し、予算の総額を５，００５万円にし

ようとするものでございます。
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歳出は、事業費及び予備費で、歳入は繰越金を計上いたしました。

議案第８１号は、「平成２３年度黒石市温泉供給事業特別会計補正予算（第２号）」であり

ます。歳出において、平成２２年度決算の実質収支が確定したことによる繰入金の返還等に係

る所要額を計上いたしました。

議案第８２号は、「平成２３年度黒石市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」で

ありますが、歳入歳出それぞれ８７万４，０００円を追加し、予算の総額を２，０６３万７，

０００円にしようとするものでございます。

歳出は事業費で、歳入は繰越金を計上いたしました。

以上、議案の内容を簡単に申し上げましたが、会期中には「固定資産評価審査委員会委員の

選任について」を追加提案する予定でありますので、ただいま申し上げました議案とあわせて、

原案どおり御議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。

降 壇

◎議長（中田博文） お諮りいたします。

ただいま上程いたしました案件については、議事の都合により、後刻審議いたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、これらの案件については後刻審議することに決しました。

◎議長（中田博文） 日程第４１ 決算特別委員会設置についてを議題といたします。

お諮りいたします。

先ほど上程いたしました案件のうち、平成２２年度各会計決算認定については、議員全員を

もって構成する決算特別委員会を設置し、これに付託の上、審議いたしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、平成２２年度各会計決算認定については、議員全員をもって構成する決算特別委員

会を設置し、これに付託の上、審議することに決しました。

なお、決算特別委員会は本会議終了後、引き続きこの場所において開きますので、よろしく

お願いいたします。
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◎議長（中田博文） 日程第４２ 陳情第１号を議題といたします。

ただいま議題となりました陳情については、お手元に配付の陳情文書表のとおり、所管の経

済建設常任委員会に付託いたします。

◎議長（中田博文） この際、お諮りいたします。

議案調査、委員会審査等のため、９月９・１０・１１・１２・１３・１４・１７・１８・１

９・２０・２１・２２・２３・２４・２５日の１５日間、休会いたしたいと思います。これに

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◎議長（中田博文） 御異議なしと認めます。

よって、１５日間休会することに決しました。

◎議長（中田博文） 本日はこれにて散会いたします。

午前１０時３３分 散 会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

平成２３年９月８日

黒 石 市 議 会 議 長 中 田 博 文

黒 石 市 議 会 議 員 今 井 敬

黒 石 市 議 会 議 員 福 士 幸 雄


